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＜はじめに＞ 

◆約１年ぶりに、先月から「青森空港って何するところ」の続編が始まりました。◆前回は、CAT

Ⅲaの効果(実績)と、CATⅢのためのSSP体制について、管理事務所の職員がどのような対応をして

いるのかを中心に紹介しました。◆今回は、除雪と停電時の航空灯火について紹介していきます。 

＜東京ドーム12個分を40分で除雪！ケッパッテらぁ＞ 

◆航空機の離着陸のために、青森空港ではどれくらいの面積を除雪しているかをざっと計算してみ

ましょう。 

 ① 滑走路(過走帯を含む)  3120ｍ× 90ｍ(路肩を含む)＝280,800㎡ 

 ② 平行誘導路・取付誘導路 3506ｍ× 50ｍ(路肩を含む)＝175,300㎡ 

 ③ エプロン(周囲を含む)   400ｍ×213.5ｍ     ＝ 85,400㎡ 

 ④ 小型機用誘導路      162ｍ× 19ｍ(路肩を含む)≒ 3,100㎡ 

 ⑤ 小型機用エプロン(周囲を含む)複雑な形       ≒ 9,900㎡ 

※ ①＋②＋③＋④＋⑤＝554,500㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆青森空港除雪隊は、空港の運用時間中には通常１回約40分かけて除雪作業をしています。この除

雪作業ではスノースイーパー、スノープラウ、ロータリーなど通常35台（うち2台は薬剤散布車)の

車両を使用します。大部分が普通の道路で使用されるものよりも大きな車両ですので、興味のある

方は青森空港で例年９月に開催されている「空の日」のイベントで展示車両をご覧ください。◆除

雪面積は、正方形にすると一辺が約745ｍになり、円にすると直径約820ｍになります。◆これは東

京ドームの約12倍の面積となり、東京ドーム１個分あたりを約3分20秒で除雪していることになり

ます。◆地元青森県内の公園と比較すると、桜で全国的に有名な弘前公園の約1.1倍、青森市の合

浦公園の約3.3倍、こどもの国がある八戸公園の約1.5倍の面積になります。◆ちなみにスカイブリ

ッジ(青森市街平地部から青森空港方面山間部に向かう橋)の道路幅で換算すると、約58.4㎞分とな
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り、1㎞あたりを約40秒で除雪していることになります。(長すぎてピンと来ないかも？)◆この面

積、この除雪にかかる時間、皆さんはどう感じますか？◆青森空港は国内の他空港に比べて重い雪

が多量に降るという特徴があることを考え合わせると、青森空港除雪隊の除雪能力は全国トップク

ラスであることは間違いありません。全国一という声もあります。◆全国一の除雪隊とその監督を

する職員は頑張ってます。(津軽弁だと「ケッパッテらぁ」) 

※ちなみに「けっぱる」は新しい広辞苑に載っている言葉なので、東京でも通じるかも？？？？？ 

＜除雪はタイミングが命＞ 

◆航空機の離着陸のために空港の運用時間内に行う除雪は、どの時間帯に行うか決められていませ

ん。しかし、積雪などのため滑走路の状態が航空機の離着陸ができる条件をクリアしていない場合

は除雪により条件をクリアする必要があります。◆除雪は航空機の運航のために必要な作業です。

除雪の作業のために航空機の運航ダイヤが乱れることもあります。◆青森空港では滑走路、誘導路

、エプロンの積雪が3㎝以上であれば除雪することにしているほか、航空機の運航者（JALなど）が

滑走路に雪氷がある状態で航空機が離着陸するのに最低限必要なブレーキングアクション（路面摩

擦係数の程度）を定めています。◆この最低限必要なブレーキングアクションは、滑走路上の横風

の強さと雪氷の種類によって違ってきます。例えば横風が10～15ノットで滑走路上にDRY SNOWがあ

ればブレーキングアクションが MEDIUM TO POOR 以上必要といった具合です。（用語についてはあ

とで説明します。）◆除雪が必要かを判断するために、管理事務所の職員は滑走路・誘導路・エプ

ロンの雪氷の種類と積深、ブレーキングアクションなどを確認する作業をします。この作業をSIチ

ェックといいます。SIはSnow ＆ Iceのことです。◆SIチェックのため、SFT車(下の写真：SFTは

SURFACE FRICTION TESTERの頭文字をとったもの) で滑走路などを走行して路面摩擦係数の測定を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しながら、路面に職員が降りてものさしで雪氷の種類と積深を確認します。気をつけて降りないと

滑ってコケることがあります。また、除雪作業中に路面に出て職員まで除雪されてしまわないよう

に派手なオレンジ色(レスキュー？）の防寒具を着ています。派手すぎて仕事以外ではとても着れ

ません（仕事着なので問題なし。）◆雪氷の種類と積雪の種類は次のように分類されています。 

 雪氷の種類…………………DRY SNOW、WET SNOW、COMPACTED SNOW、ICE、SLUSH 

 ブレーキングアクション…GOOD、MEDIUM TO GOOD、MEDIUM、MEDIUM TO POOR、POOR、VERY POOR 

◆滑走路がVERY POORだと雪氷の種類、積深、横風の強さに関係なく除雪が必要です。◆また、滑

SFT車（2台）：この車両で路面摩擦係数測定する 



走路上の横風の強さは、気象庁（青森空港出張所）から提供されている風速・風向データから算出

します。青森空港の滑走路は北を基準にして時計回りに60度(又は240度)の方位なので、横風の算

出方法は、次のようになります。例えば風が210度の方向から風速28ノット(毎秒13.9メートル)で

あれば、横風の強さは28ノット×sin(240度－210度)＝14ノットです。横風の強さが25ノット(毎秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.8メートル)を超えると、航空機は着陸することができません。◆除雪の監督を担当する職員は

前回のSIチェックの結果とその後の積雪状況・気温の変化、今後の気象予報などから必要だと判断

し、SIチェックを行います。航空機の運航者（JALなど）からの要望にこたえて行う場合もありま

す。◆除雪の実施はSIチェックの結果と気象情報から判断して決めますが、実施のタイミングは、

除雪作業が原因での欠航を出さないのは当然のこと、基本的に航空機の運航にできるだけ影響が少

なくて作業が無駄にならない時間帯を選びます。除雪をしたのにしばらく航空機の離着陸がなく、

除雪終了後に雪が降ってきて、結局航空機を離着陸させるために航空機を待たせて再度除雪をする

というのは悪い例です。◆除雪のタイミングがうまく取れるように、航空機の運航者（JALなど）

から、他空港離陸後の航空機について青森空港上空到達予定時刻を、青森空港到着後の航空機につ

いて出発予定時刻を必要に応じ情報提供してもらいます。◆また航空無線をモニターしてパイロッ

トが着陸したときのブレーキングアクションがどんな感触なのか情報を得ることもあります。◆除

雪は航空機の離着陸のために必要ですが、タイミングが命です。タイミングを誤ると、航空機のダ

イヤが大きく乱れたり、無駄な除雪で経費がかかることになります。◆除雪の監督は自分で判断し

てうまくタイミングを取る必要があるので結構神経を使います。 

＜恐怖のアラレ、ひょ～＞ 

◆航空機のダイヤを特に大きく狂わせるものとして、「あられ・ひょう」があります◆管理事務所

の職員は、管理事務所３階と電源局舎にある空港気象表示で、気象庁(青森空港出張所)からの空港

内気象通報(空港の気象に関する通報)を見ることができますが、この通報の中で現在天気を示す部

分の表記にGSがあれば「あられ」、GRがあれば「ひょう」が降っていることを意味します。◆「あ

られ・ひょう」が降ると、まず航空機の機体に影響が出ます。◆航空機は、翼が凍ってしまうと操

縦に必要な機能が失われてしまいます。これを防止するため、JALなど航空機の運航者は作業車で

機体の雪や氷を吹き飛ばしてから翼に氷結防止の液体を吹き付けます。この液体は除氷してから離

（市街側）風向と風速（浪岡側） 

←空港内気象通報 青森空港 06日14時00分(日本時間) 

←METAR(＝定時飛行場実況気象) 

←06日14時00分 風260度から06ノット 220～290度変動 

 視程15km 雲量と雲底の高さと雲形(×3層分） 

 気温-01℃/露点温度-07℃ 

←高度計規正値(1013hPa 29.92inch･Hg) 

気象庁（青森空港出張所）から提供されている 

気象データ（空港気象表示）の例 




